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受け継がれる風景
-つくば道　過疎化する観光地のこれから -
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THE FUTURE IN A DEPOPULATED TOURIST SPOT - IN CASE OF "TSUKUBA MICHI" -
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　"Tsukuba-Michi" was the way to Tsukuba-san shrine and made in the Edo Period. Many visitors surge 
around the shrine in a tourist season. On the other hand, depopulation and aging are developed at a village 
along “Tsukuba-Michi”, and a vacant house or a lot is striking. So I propose the future state of such tourist 
spot by planning a system of the village that defined by the relationship between the people and the region.
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　筑波山神社の近くに祖父が昔住んでいた家がある。
　この家は筑波山神社から少し下がった「つくば道」と呼
ばれる神社のかつての参道の終点に位置する。30 年もの
間空き家だったが、10 年程前にその歴史的意匠を保持し
ようと工学院大学の学生の手で調査と改修が行われた。そ
の頃、この家がこの地域で残る最後の町家であり、この地
域の歴史を語る上で大変貴重なものであると知った。
　私は大学で建築を勉強しているなかでふとこの家のこと
を思い出した。そこで研究室に所属したことをきっかけに、
この家を祖父の名字からとって「大越邸」と呼び、秋に地
域で行われる祭りに合わせて家を開放し休憩所や交流の場
として利用するプロジェクトを立ち上げた。初年度から大
越邸休憩所は盛況で、周辺住民の方も長い間閉じられてい
た家が綺麗になり開放され活気づいたことを大変喜んでく
れた。プロジェクト始動から 3 年を迎え、来訪者の中に
はリピーターや口コミで訪ねてくる方も増えた。　一方、
周辺の住民の方と接し様々な話を聞いている中で地域の抱
える高齢化や過疎化といった問題を知った。そこで大越邸
でのプロジェクトで経験したことを活かし、来訪者に喜ん
でもらい且つ地域住民の暮らしを支える仕組みができない
かと考えた。
　本計画では地域を訪れる人とそれを迎える人との関係性
や、地域に対する様々な関わり方があるということに着目
した集落のシステムを計画することにより、高齢・過疎化
してゆく観光地のこれからの在り方を提案する。
　筑波山麓地区（茨城県）の筑波山神社と北条地区の間を
つなぐ「つくば道」は江戸時代に整備された参詣道である。
　寛永 3（1626）年、三代将軍家光は堂社を一新する工
事にとりかかった。この際資材運搬路として整備されたの
が「つくば道」である。ここはかつて江戸方面から筑波山
へ詣でる多くの参拝客の主要な経路として商店や旅館、芝
居小屋が並ぶなど栄えた場所であった。
　往事の歴史的景観が残るのは南北方向の参詣道沿いで、
地方道笠間線より南の区域である。旧町名でいうと筑波町
2 〜 6 丁目、横道町の一部、西山町にあたる。この区域は、
集落が急勾配の傾斜地に形成されており、道沿いの両側に
宅地が並んでいる。集落の南側入口には鳥居（一の鳥居）
が立っており、境界装置としての役割を果たしている。集
０．はじめに
１．敷地概要
秋の祭りで賑わいが生まれた大越邸休憩所（左）周辺
落内の道は、途中で二股に分かれ、東側の道沿いが旧筑波
町 2 〜 6 丁目に、西側の道沿いが旧西山町にあたる。東
側の道が主な参詣道で、「六丁通り」とも呼ばれていた。
　近年筑波山は東京近郊という立地や豊富な観光資源を活
かした観光地として人気を集めている。観光シーズンには
筑波山神社周辺に多くの参詣客や登山客が押し寄せ、神社
周辺には賑わいが生まれる。
　一方、つくば道沿いの集落では過疎化・高齢化が進んで
いる。神社への参拝客は神社脇の大型駐車場まで車で訪れ
るようになり、かつての参道まで足を運ばなくなった。宮 空家や空き地が目立つつくば道沿いの集落
筑波山神社周辺地域の現状 - 観光地と居住地の対立構造
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前で観光業を営む一部の人々を除き、地元住民は通勤や通
学のために山を下り、また買い物や病院へ行くにも山を下
らなくてはならない。利便性の悪さにより人口の流失が進
み、最近では空き家や空き地が目立つ。
鳥居から神社に至るまでの参詣道沿いに旅籠が並んだ様子を描き、その頃いかに参詣道が客で賑わっていたかを伝えている - 銅版画　筑波山門前町（明治 21 年）
- 交通手段の変化に伴う参拝順路の変化を踏まえた観光地
と居住地の対立構造の解消
　大正 7（1918）年、筑波鉄道筑波線が開通した。筑波
駅はつくば道より数キロ西方に外れた場所に位置し、駅周
辺は筑波山の玄関口として観光客で賑わっていた（なお、
筑波線及び筑波駅は昭和 62 年に廃止）。鉄道で訪れる参
拝客はつくば道を通る必然性がなくなった。しかしこの頃
はまだ赤線が廃止されていないこともあり筑波山門前地区
へ宿泊をする人も多く、新たに擬洋風建築の旅館が多く営
業されるなど神社周辺に賑わいが生まれていた。
　昭和 30 〜 40 年代、自動車の普及により神社前の県道
が整備され、参拝客の多くは自動車で訪れるようになった。
同時期につくば道の石段は舗装され、かつての景観が失わ
れていった。またこの頃には赤線は廃止され、参詣客の足
が遠のき、門前地区は徐々に衰退していった。　　　　
　現在もなお観光地として栄える神社周辺と対照的に、つ
くば道沿いの旅籠や土産屋は廃業し、集落は過疎・高齢化
の進む場所となってしまった。
　衰退した集落を再生する為、神社とつくば道が連続する
エリアを敷地とし、観光客が神社周辺から再びつくば道へ
足を向けるきっかけとなる場を計画する。同時にかつてこ
の地域での主要な産業であった旅籠や飲食・土産物屋とい
うような観光業を復活させ、雇用の創出をすることで地域
２．マスタープラン
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参道沿いに二階建ての旅籠が並ぶ様子が描かれている
つくば道
経済の活性化及び過疎・高齢化の抑制を狙いとする。
- 過疎のまちを救う新たな門前町の提案
　かつての筑波山への参詣者は、山へ向かう前に麓で宿泊
し登山道を登り降りする形ではなく、神社前で宿泊し参詣
を行って町を通り抜けて行くような形の交通形態がとられ
ていた。筑波町の宿屋の繁栄を示すものとして明治 21 年
に作られた銅版画（下図参照）が残されている。この図で
は鳥居から神社に至るまでの参詣道沿いに 2 階建ての「宿
屋型」び建物が並んだ様子を描き、その頃いかに参詣道が
客で賑わっていたかを伝えている。
　門前の風景を再現し、かつて旅籠が並んでいたように、
この地を訪れる人が最初に訪れるきっかけとしての商店、
また宿泊施設を提案することで来訪者が立ち寄り、滞在す
る場を設ける。また前提としてこの施設の経営母体を筑波
山神社とし、神社の氏子（この地域の住人）が運営を行う
こととする。得られた利益は地域に還元される。また、新
たな雇用を創出することで現在の住民の働き口となるだけ
でなく、I ターン・U ターンを希望する者の雇用の受け皿
をつくることで地域の過疎・高齢化の抑制につなげる。こ
のように住民・訪問者の両方に有益な施設としての提案を
行う。
- 地域に関わりやすくなるシステム
　地域の人口は減っているが、まちの風景をつくっている
のは住民だけではない。その地を訪問する人々がつくる風
景もあるだろう。例えば週末に多くの観光客が訪れるとす
る。そのために外から週末カフェやサロンをやりにくる人
が現れる。また年に数度の祭りのときはその準備のために
学生が泊まり込みで作業することがある。定住に限らず
色々なやり方、サイクルでの町との関わり方が考えられる。
　そこでこの町に来た人がもっと地域と関わりやすくなる
ような場所をつくる。定住している人がつくり出す風景だ
けでなく、ここに来訪する人々によってそれぞれの関わり
方の数だけ、その時々によって多様な風景が生まれるよう
なまちをつくる。
- 旅籠と飲食・物販店
　新しい門前町にふさわしいものとして、筑波山門前でか
つて主要な産業であった旅籠と飲食・土産物屋を計画す
る。それらは現在空き地の目立つエリアを埋めるように計
画し、つくば道が失っていた町の立面を再生する。
　神社から近いこの場所に人々が訪れるきっかけとなる場
所を設け、つくば道への入口として機能させる。
　設計手法として、
かつての旅籠を構成していた要素の再構成
歴史的遺構である石垣の尊重
中間領域の増幅
つくば松実高等学校
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旅籠・飲食・物販新規居住者向け住戸
コミュニティ銭湯
空き地を埋めるように建築を配置し、つくば道の失われた立面を再生する。
歴史的建築の残るエリア
歴史的建築の残るエリア
畑
畑
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畑はまちの立面に影響を与えない敷地の奥に設定する。
住民、高校生、宿泊・滞在客とが畑を介して様 な々関わり方をする。
かつての芝居小屋や屋外広場のような
娯楽・コミュニティの中心としての銭湯
市場やイベントなども開かれる
訪れた人が立ち寄り、留まるきっかけとなる場所
Iターン・Uターン者など長期滞在用
つくば道
新しい門前町の計画は観光客の為だけでなく集落全体に好影響をもたらす
- かつての広場に代わる場所　- コミュニティ銭湯
　かつてこの辺りには芝居小屋と広場が隣り合う場所が
あった。旅籠や土産屋の並ぶ筑波山門前町の中で、人々が
集うことのできる娯楽、集会の中心となる場所であった。
　現在、集落にはそのような場所が失われてしまっている。
そこでその広場てきなものに取って替わるものとして、住
民も訪問者も使用できる銭湯を計画する。
　本計画上では、コミュニケーションの中心となる場とし
て屋外広場を併設した銭湯とする。広場はイベントスペー
スとして使用され、地元の子どもたちの発表の場、高校生
との交流の場、市場やガマ口上などを行えるような住民と
訪問者が色々なものや経験を交換しあう出会いやマーケッ
トの場として機能させる。
- 既存住宅の空きスペースの利用
　現在この集落に残る住宅の多くは昭和期に建てられたも
のであり、かつてのような道沿いギリギリに建つ町家とは
異なり、道と住宅の間には空間が生まれている。この空間
に住民が任意で休憩できるベンチや自家製野菜を売るテン
トなどの設置を促し、まちの風景をより豊かにすることを
期待する。
といった操作を行い、まちの風景を引き継ぎながら新しい
建築の形式を提案する。平面や立面のずれとつくば道の斜
面の体験が混ざり、多様な空間体験をもたらす。
　宿泊のタイプは部屋貸し・棟貸し・雑魚寝から選べる。
- 滞在者を増やす試み
　I ターン・U ターンを希望する者には西山通りの空き地
を提供し、農家タイプの住宅の建設を促す。定住を進める
ことで過疎化・高齢化を抑制することとなる。
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